
尾
尻
橋

81.8

84.7

70.9

74.
9

76.8

79.4

88
.8

107.2
119.2

129.9

204.0208.7

185.3

162.4

176.7

154.8

136.4

73.4

122.3

118.4

138.3

139.4

131.5

123.1

154.0

134.6

198.8

204.1

199.8

190.1

187.8

185.1

164.1

174.9

65.1

65.1

71.9
66.7

68.6

60.9

58.6

61.5

72.1

53.7

62.4

52.2

56.7

73.4

55.5

84.6

69.8

93.2

98.6

89.7

75
.5

62.8

59
.8

67.4

67.6

93.0

98.7

149.4

97.1

120.1

143.1

177.7

154.8

128.1

156.8

80
100

170

1
00

150

190

180

160

13
0

11
0

60

80

70

60

160

12
0

8
0

150

嵯峨川

4号排水路

L=222m

1
号
排
水
路

L=185m

L=
39
7m

3-1号排水路

6号排水路

5号排水路

土砂撤去(落差工部)

目地補修

目地補修

土砂撤去

3箇所

底版欠損補修

目地補修 1箇所

L=2.0m

土砂等撤去

目地補修 1箇所

目地補修 1箇所

土砂等撤去

L=
65
.0
m

目地補修 1箇所

目地補修

177.1

187.6
175.1

16
0

16
0

0 50m 100m 200m

底版欠損補修

目地補修 1箇所

目地補修

水路更新

L=3.5m

底版欠損補修(間詰)

L=
28
0m

1号
排
水
路
-2

1号排水路-3
2号排水路

1号幹線排水路

2号
幹
線
排
水
路

嵯
峨
川

嵯峨川

地すべり防止区域

L=116m

L=206m

L=84m

 L=117m

 L
=2
45
m

L=154m

嵯
峨
地
区

汚
水
処
理
場

県
道
18
号
勝
浦
佐
那
河
内
線

駐

駐

2号
排水路-2

3号-2

※落差工下側

3号排水路

県道18号勝浦佐那河内線

県
道
1
8号

勝
浦
佐

那
河
内
線

県
道
18
号
勝
浦
佐
那
河
内
線

3箇所

目地補修1箇所

5
号

排
水

路
-
3

5号
排
水
路
-2

5号
排
水
路
-1

目地補修 2箇所

目地補修

1箇所

目地補修

1箇所

目地補修 4箇所

目地補修 2箇所

平張工(更新)

L=34.5m

暗渠内底版補修

L=8.0m

L=2.0m(整形工)

右岸洗堀補修

縮尺　1/1500(A1版)

2号
幹
線

-
1

U
字
溝

36
0
B

2号
幹
線
-2

U字
溝
45
0

4号-1

4号-2

4号
-3

3号-1

納屋

佐々木宅

山本宅

駐

8号
排
水路

墓地

※ゼブラあり

1号幹線排水路

4号-3

4号-3

4号-3

3号
幹
線
排
水
路

3-1号排水路

土砂撤去

L=
15
m

L=
50
m

A
B

※立木伐採あり

C

※U字溝300B

D

1箇所

L=4.5m

※右岸側壁嵩上 L=3.5m

L=15m(左岸側)

E 平張工(水路外)

F

G
縦排水路内 L=4.0m

※落差工上部
H 平張工(水路外)

L=8.8m(左岸側)

I 平張工(水路外)
99.6

L=13.0m(左岸側)
J1 ※合流部上側1箇所

J2 目地補修 ※落差工上部1箇所

底版欠損補修K

1箇所

L
※帯工上部1箇所

※ブロック積有り

A B C

※U字溝300B

土砂撤去
A

※U字溝360B
L=15.0m

掛樋

B

既設水路再設置

L=5.0m

駐

※U字溝360B

※左岸側C

L=18.6m

水路工補修更新
D

・左岸平張工(更新)
・U字溝再設置(360B)
・右岸天端コン(更新)

合流桝作成E

N=1基

※U字溝(360B)

A

B
右岸練石積復旧 L=3.0m

※災害仮復旧部

C
※U字溝360B

D
※U字溝450

E F G H

浄
化
槽

J K
※U字溝450

I

※U字溝450

電柱

※U字溝450

3号-1

B

A

1箇所

※落差工上側

D

※U字溝300B

A
B
C 車

庫

(6号排水路)

既設水路再設置

L=9.5m

L ※U字溝450

(6号排水路)

M

N

1箇所(φ100孔)

※U字溝450

※U字溝450

O

L=7.0m
※U字溝450

土砂等撤去

L=4.0m

P ※U字溝450

墓地

A

※U字溝300B

B

目地補修 1箇所
※U字溝300B

U字溝シフト計画C

※U字溝300B

更新(蓋追加) L=7.0m

7
号

排
水

路

※U字溝300B

A B

目地補修

1箇所

A

B
※L型水路

※L型水路

※水路施設
C

L=14.0m

D
※U字溝450

更新・撤去等

桝

E
土
砂
撤
去※

U字
溝
45
0

別途、平面参照

A

B

目地補修 1箇所
※落差工上部

張コン(左岸) L=4.9m
平張工(左岸) L=3.0m

底版欠損間詰

1箇所

C

1号排水路1

2号排水路2

3号排水路3

4号排水路5

3-1号排水路4

5号排水路6

6号排水路

★排水路補修・更新数量

1号幹線排水路8

2号幹線排水路9

3号幹線排水路10

Ａ ～ Ｌ １２箇所

Ａ ～ Ｃ ３箇所

Ａ ～ Ｂ ２箇所

Ａ ～ Ｂ ２箇所

Ａ ～ Ｃ ３箇所

Ａ ～ Ｃ ３箇所

Ａ ～ Ｄ ４箇所

Ａ ～ Ｅ ５箇所

Ａ ～ Ｐ １６箇所

Ａ ～ Ｅ ５箇所

計 ５５箇所

※一部、実測平面あり

※一部、実測平面あり

※一部、実測平面あり

※一部、実測平面あり

尾尻北工区 対策工全体図

合計10路線

倉庫
オレンジ屋根

※
県
道
拡
幅
工
事
中

(右岸断面補修1箇所あり)

(左右側壁間詰工あり)

B700*B700*H1100

既設水路再設置 L=6.9m
※U字溝360B(蓋新設)

☆仮設モノレ－ル計画は、別紙の平面図-1・2を参照。

モノレ－ル

7

(小運搬あり)

モノレ－ル
(小運搬あり)

モノレ－ル
(小運搬あり)

(小運搬あり)

(小運搬あり)
(区間L 進入路計画あり)

小運搬路・進入路計画については、小運搬参考図及び関係図面を参照。

1:1500(A1版)

図面名

業務箇所

図面番号

尾 尻 北 工 区 対 策 工 全 体 図

縮　尺

会社名

01 / 13

事業者名

路線名等

名東郡佐那河内村

業務名

佐那河内地区

Ｒ５徳耕　地すべり　佐那河内

徳島県東部農林水産局〈徳島〉

尾尻北長寿命化対策工事

※尾尻北工区



1:750(A1版)

図面名

業務箇所

図面番号

尾 尻 北 工 区 　 平 面 図 - 1

縮　尺

会社名

02 / 13

事業者名

路線名等

名東郡佐那河内村

業務名

佐那河内地区

Ｒ５徳耕　地すべり　佐那河内

徳島県東部農林水産局〈徳島〉

尾尻北長寿命化対策工事

0 50m

縮尺　1/750(A1版)

81.8

84.7

74.
9

76.8

79.4

162.4

136.4

73.4

122.3

118.4

138.3

139.4

131.5

123.1

154.0

134.6

65.1

65.1

71.9
66.7

68.6

60.9

73.4

55.5

84.6

93.2

98.6

89.7

75
.5

62.8

80

170

1
0
0

150

13
0

11
0

60

80

70

嵯峨川

L=222m

1号
排

水
路

L=185m

L=
39
7m

6号排水路

5号排水路

土砂撤去(落差工部)

目地補修

目地補修

土砂撤去

3箇所

底版欠損補修

目地補修 1箇所

L=2.0m

土砂等撤去

目地補修 1箇所

目地補修 1箇所

土砂等撤去
目地補修 1箇所

目地補修

底版欠損補修

目地補修 1箇所

目地補修

水路更新

L=3.5m

底版欠損補修(間詰)

L
=
2
8
0
m

1号
排
水
路
-2

1号排水路-3
2号排水路

1号幹線排水路

2号
幹
線
排
水
路

嵯峨川

L=116m

L=206m

L=84m

駐

2号
排水路-2

3号-2

※落差工下側

3号排水路

県道18号勝浦佐那河内線

県
道

1
8
号

勝
浦

佐
那

河
内

線

県
道
18
号
勝
浦
佐
那
河
内
線

3箇所

目地補修1箇所

5
号

排
水

路
-
3

5号
排
水
路
-2

5号
排
水
路
-1

目地補修

1箇所

目地補修 4箇所

目地補修 2箇所

平張工(更新)

L=34.5m

暗渠内底版補修

L=8.0m

L=2.0m(整形工)

右岸洗堀補修

2
号

幹
線

-
1

U
字
溝

3
6
0
B

2号
幹
線
-2

U字
溝
45
0

3号-1

納屋

佐々木宅

山本宅

駐墓地

※ゼブラあり

1号幹線排水路

A
B

※立木伐採あり

C

※U字溝300B

D

1箇所

L=4.5m

※右岸側壁嵩上 L=3.5m

L=15m(左岸側)

E 平張工(水路外)

F

G
縦排水路内 L=4.0m

※落差工上部 H 平張工(水路外)

L=8.8m(左岸側)

I 平張工(水路外)
99.6

L=13.0m(左岸側)
J1 ※合流部上側1箇所

J2 目地補修 ※落差工上部1箇所

底版欠損補修K

1箇所

L
※帯工上部1箇所

※ブロック積有り

A B C

※U字溝300B

土砂撤去
A

※U字溝360B
L=15.0m

掛樋

B
既設水路再設置

L=5.0m

駐

※U字溝360B

※左岸側C

L=18.6m

水路工補修更新
D

・左岸平張工(更新)
・U字溝再設置(360B)
・右岸天端コン(更新)

合流桝作成E

N=1基

※U字溝(360B)

A

右岸練石積復旧 L=3.0m

B ※災害仮復旧部

C
※U字溝360B

D
※U字溝450

E F G H

浄
化
槽

J K
※U字溝450

I

※U字溝450

電柱

※U字溝450

3号-1

B

A

1箇所

※落差工上側

D

※U字溝300B

A
B
C

車
庫

(6号排水路)

既設水路再設置

L=9.5m

L ※U字溝450

(6号排水路)

M

N

1箇所(φ100孔)

※U字溝450

※U字溝450

O

L=7.0m
※U字溝450

土砂等撤去

L=4.0m

P ※U字溝450

墓地

A

※U字溝300B

※U字溝300B

更新(蓋追加) L=7.0m

7
号

排
水

路

オレンジ屋根

倉庫

※
県
道
拡
幅
工
事
中

尾尻北工区 平面図-1

既設水路再設置 L=6.9m
※U字溝360B(蓋新設)

(左右側壁間詰工あり)

B700*B700*H1100

U字溝シフト計画C

B

目地補修 1箇所
※U字溝300B

モノレール
L=50m

発進基地

モノレール
L=75m

発進基地

施工機械進入路
L=9.4m(B2.0m)



1:750(A1版)

図面名

業務箇所

図面番号縮　尺

会社名

03 / 13

事業者名

路線名等

名東郡佐那河内村

業務名

佐那河内地区

Ｒ５徳耕　地すべり　佐那河内

徳島県東部農林水産局〈徳島〉

尾 尻 北 工 区 　 平 面 図 - 2

尾尻北長寿命化対策工事

尾
尻
橋

70.9

74.
9

131.5

123.1

134.6

190.1

60.9

58.6

62.4

52.2

56.7

73.4

55.5

84.6

69.8

93.2

98.6

89.7

75
.5

59
.8

67.4

67.6

93.0

98.7

149.4

97.1

120.1

143.1

177.7

170

1
00

190

160

13
0

11
0

60

160

12
0

80

4号排水路

L=
39
7m

3-1号排水路

6号排水路

5号排水路

底版欠損補修

目地補修 1箇所

土砂等撤去

目地補修 1箇所

目地補修 1箇所

土砂等撤去

L=
65
.0
m

目地補修 1箇所

目地補修

L=3.5m

底版欠損補修(間詰)

2号
幹
線
排
水
路

嵯
峨
川

L=116m

L=206m

L=84m

 L=117m

 L
=2
45
m

L=154m

県
道
18
号
勝
浦
佐
那
河
内
線

駐

3号-2

※落差工下側

3号排水路

県道18号勝浦佐那河内線

3箇所

目地補修1箇所

5号
排
水
路
-3

5号
排
水
路
-2

5号
排
水
路
-1

目地補修 2箇所

目地補修

1箇所

目地補修

1箇所

目地補修 4箇所

目地補修 2箇所

2号
幹
線
-
1

U
字
溝
36
0B

2号
幹
線
-2

U字
溝
45
0

4号-1

4号-2

4号
-3

3号-1

山本宅

駐

8号
排
水
路

墓地

4号-3

4号-3

4号-3

3号
幹
線
排
水
路

3-1号排水路

土砂撤去

L=
15
m

L=
50
m

C
※U字溝360B

D
※U字溝450

E F G H

浄
化
槽

J K
※U字溝450

I

※U字溝450

電柱

※U字溝450

3号-1

B

A

1箇所

D

※U字溝300B

車
庫

(6号排水路)

既設水路再設置

L=9.5m

L ※U字溝450

(6号排水路)

M

N

1箇所(φ100孔)

※U字溝450

※U字溝450

O

L=7.0m
※U字溝450

土砂等撤去

L=4.0m

P ※U字溝450

A

※U字溝300B

B

目地補修 1箇所
※U字溝300B

U字溝シフト計画C

※U字溝300B

更新(蓋追加) L=7.0m

7
号

排
水

路

※U字溝300B

A B

目地補修

1箇所

A

B
※L型水路

※L型水路

※水路施設
C

L=14.0m

D
※U字溝450

更新・撤去等

桝

E
土
砂
撤
去※

U字
溝
45
0

別途、平面参照

A

B

目地補修 1箇所
※落差工上部

張コン(左岸) L=4.9m
平張工(左岸) L=3.0m

底版欠損間詰
1箇所

C

オレンジ屋根

倉庫

※
県
道
拡
幅
工
事
中

(右岸断面補修1箇所あり)

※落差工上側

(左右側壁間詰工あり)

A
B
C

モノレール
L=75m

発進基地

施工機械進入路
L=9.4m(B2.0m)

L=40m

発進基地

モノレール

0 50m

縮尺　1/750(A1版)

尾尻北工区 平面図-2



図　示

図面名

業務箇所

図面番号

1 号 排 水 路 - 1 　 構 造 図

縮　尺

会社名

04 / 13

事業者名

路線名等

名東郡佐那河内村

業務名

佐那河内地区

Ｒ５徳耕　地すべり　佐那河内

徳島県東部農林水産局〈徳島〉

※尾尻北工区

※ 1 号 排 水 路 ( 1 )

立木伐採
S=1:50

杉

杉杉

杉

カシ

※ 立木伐採・撤去

名　称 胸高直径 本　数

杉

カシ

38 cm

32 cm

27 cm

2 本

1 本

1 本

1 本

1 本

25 cm

19 cm

〃

〃

〃

区　間

※土砂等の撤去　L=8.0m

下流側標準断面

落差工

区　間

※右岸倒木による

Ｕ字溝300B

300

1:
0.
8

Ｕ字溝300B

カシ

※倒木

(右岸側)

1
2

3 45

6

土砂整形 L=2.0m

※簡易平面位置図

3

1

4

5

6

名　　称 規　　格 数　　　量

L=1.0m当り土工

人 力 掘 削 土砂 m30.5

人 力 埋 戻 流用土 m30.1

区　間

※底版欠損補修　1箇所

(人力整形工)

170 1000 170

現場打三面張水路

水
路

天
端 水
路
天

端

250

1
50

底版補修 A=0.04m2

※下地処理後(劣化部はつり)、清掃+プライマ－塗布を行い無収縮モルタル等で被覆する。

(補修厚t=50mm)

洗掘補修　L=2.0m

標準断面図
S=1:50

区　間

※暗渠内底版補修　L=4.5m

法 面 仕 上 切土 1.2 m2

L=
1.
2

標準図(平面)
S=1:25

上流桝部

CO道路

4500

開水路敷部

50
0

2
00

1
5
0

既設底版破損部

B1.4×L1.6×t0.15

(
段
差
)

V=0.34m3

床版

暗渠延長

※右岸側のみ

側壁嵩上壁H=0.2m

L=3.5m

縦断面図
S=1:50

※暗渠内全体
底版増打コンH=0.15m

170170 1400～1000

5
0
0

L=0.2　N=12差し筋D13@300

20
0

現場打B1000×
H500

D13 L=3.3

チッピング処理

接着材塗布(エポキシ系)

削孔径13mm、長さ50mm

嵩上コンクリ－ト

3500

接着材(エポキシ系)で固定

標準断面図
S=1:25

※右岸側壁嵩上部

標準断面図
S=1:25

※底版増打コンクリ－ト部

1400

H1
8
00
(下

流
)
～
1
50
0
(上

流
)

暗渠内空幅

現
況
内

空
高
H1
5
0
0

現
況

内
空
高
H
1
80
0

1
5
0

差し筋D13@300

L=0.2　N=15
削孔径13mm、長さ50mm

高圧洗浄30Mps

既設底版部 L2.9×B1.4

底版増打コン

σck=18N/mm2

名　　　　　称 規　　　格 数　　　量

1.0式当り(L=3.5m)嵩上コンクリート数量表

0.12コ ン ク リ － ト σck=18N/mm2 m3

m2型 　 　 　 　 枠 小型構造物 1.43

kg差 筋 D 1 3 SD345 5.67

m2チ ッ ピ ン グ 処 理 0.60

箇所削 孔 12.00径13mm、長さ50mm

接着材塗布含む

L=2.9m程度

名　　称 規　　格 数　　　量

土砂撤去数量表

人 力 掘 削 土砂 m30.7

1.0式当り(L=8.0m)

名　　称 規　　格 数　　　量

整形工数量

人 力 掘 削 土砂 m31.0

人 力 埋 戻 流用土 m30.2

法 面 仕 上 切土 2.4 m2

1.0式当り(L=2.0m)

名　　　　　称 規　　　格 数　　　量

1.0式当り(1.0箇所)底版補修数量表

m2断 面 補 修 工 t=50mm 0.04

接着材(エポキシ系)で固定

名　　　　　称 規　　　格 数　　　量

1.0式当り(L=4.5m)底版増打コンクリート数量表

1.29コ ン ク リ － ト σck=18N/mm2 m3

m2型　　　　枠(下流端) 小型構造物 0.21

kg差 筋 D 1 3 SD345 5.97

m2高 圧 洗 浄 5.41

箇所削 孔 30.00径13mm、長さ50mm

吐出圧力30Mpa

既設側壁部 L4.5×H0.15×2

σck=18N/mm2

区　間

※平張工(左岸)　L=15.0m

補修部現況断面
S=1:25

S=1:50

170 1000 170

170 1000 170

5.0％

5.0％

5
00

1500

(平均幅)
1950

50
0

作業は人力施工とし撤去土砂等は、場内処理を原則とする。

☆撤去土砂等について

搬出が必要な場合は現場監督員と協議の上、処理を行なうこと。

RC埋戻

平張コンt=150

平張コンt=150

(平均幅)

RC埋戻

A=0.5m2

A=0.5m2

落差工

8
00
0

70
00

左
岸
側
　
平
張
コ
ン
ク
リ
－
ト

L
=
15
.
0m

既
設
C
o水

路
　
B
1.
0
×
H
0.
5

※
下
流
側

※
上
流
側

目地補修部

縦排水路内土砂撤去部

略図平面
S=1:100

※現地に点在する落石岩などは撤去し、現況の洗掘状況に合わせて

(ほうき目仕上)

(ほうき目仕上)

(E～G)

※
平
張
コ
ン

※
平
張
コ

ン

区　間

※目地補修工

名　　　　　称 規　　　格 数　　　量

1.0式当り(L=15.0m)左岸側平張コン数量表

3.92コ ン ク リ － ト σck=18N/mm2 m3

m3人 力 埋 戻 7.5RC-40

170 1000 170

5
0
0

W=20mm
L=0.5m

W=20mm
L=1.0m

W=25mm
L=0.5m

※右岩※左岸

※底版

(落差工上側)

現況

弾性シーリング材

目地開き

目地補修標準図

現場打ちコンクリート水路

W：現況目地開き幅
L：現況目地延長

W：設計幅　現況目地開き幅+10mm(最大40mm以下)
t：設計厚　30mm以下(最低10mm)

名　　称 規　　格 数　　　量

目地補修工延長

目地補修延長 充填工法 m2.0

1.0箇所当り

(充填工法)

区　間

※土砂等の撤去　L=4.0m

落差工 落差工

縦排水路内土砂撤去部

1000

1
0
00

B1.0×B1.0×SL4.0m

標準図(平面)
S=1:50

※下側水路敷位置まで満杯

名　　称 規　　格 数　　　量

土砂撤去数量表

人 力 掘 削 土砂 m34.0

1.0式当り(L=4.0m)

※残土は場内処理

設計幅

設
計
厚

機械はつり

※標準は20mmとする

※作業は人力施工とし残土は、場内処理を原則とする。

目地補修延長

L=2.0m

上流側標準断面
S=1:50

(U字溝300B)

※作業は人力施工とし残土は、場内処理を原則とする。

平張コンクリ－ト幅を調整し施工する。

※除根なし、現場内処理予定。

(右岸側壁嵩上 L=3.5m)

土砂撤去区間において、大きな損傷が新たに見られた場合は、

確認後(要協議)、対策工の実施を行う。

尾尻北長寿命化対策工事

A

B

C

D E

E

F

G

F

G

阻害率100%

Ｕ字溝300B

A=0.09m3/m

標準断面図
S=1:25

設計厚×2

W

t

各種・充填材

バックアップ材

プライマー塗布

U型溝成形工

300

3
0
0



図　示

図面名

業務箇所

図面番号縮　尺

会社名
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事業者名

路線名等

名東郡佐那河内村

業務名

佐那河内地区

Ｒ５徳耕　地すべり　佐那河内

徳島県東部農林水産局〈徳島〉

※尾尻北工区

基礎

※ 1 号 排 水 路 ( 2 )

1 号 排 水 路 - 2 　 構 造 図

区　間

※平張工(左岸)　L=8.8m

170 1000 170

4
50

5.0％

RC埋戻

A=0.2m2※基礎コン下部、一部空洞あり

ブ
ロ
ッ
ク
積
擁
壁

(平均幅)

平張コンt=150
(ほうき目仕上)

640

標準断面図
S=1:25

名　　　　　称 規　　　格 数　　　量

1.0式当り(L=8.8m)左岸側平張コン数量表

0.84コ ン ク リ － ト σck=18N/mm2 m3

m2人 力 埋 戻 1.8RC-40

コンクリ－トで間詰しておく事。

区　間

※平張工(左岸)　L=13.0m

170 1000 170

(平均幅)

平張コンt=150
(ほうき目仕上)

1000

5.0％

5
0
0

RC埋戻

A=0.03m2

名　　　　　称 規　　　格 数　　　量

1.0式当り(L=13.0m)左岸側平張コン数量表

1.95コ ン ク リ － ト σck=18N/mm2 m3

m2人 力 埋 戻 0.4RC-40

補修部現況断面
S=1:25

区　間 J1

※目地補修工

150 1000

5
0
0

W=3mm
L=0.5m

W=20mm
L=1.0m

W=30mm
L=0.5m

※右岩※左岸

※底版

(水路合流部上側)

W：現況目地開き幅
L：現況目地延長

名　　称 規　　格 数　　　量

目地補修工延長

目 地 補 修 充填工法 m2.0

1.0箇所当り

上側落差工～下側帯工まで

ブロック積擁壁区間

150

補修部現況断面
S=1:25

区　間 J2

※目地補修工

150 1000

5
00

W=15mm
L=0.5m

W=30mm
L=1.0m

W=15mm
L=0.5m

※右岩※左岸

※底版

(落差工上側)

W：現況目地開き幅
L：現況目地延長

名　　称 規　　格 数　　　量

目地補修工延長

目 地 補 修 充填工法 m2.0

1.0箇所当り

150

区　間

※底版欠損補修　1箇所

160 1000 160

現場打三面張水路

水
路
天
端

水
路
天
端

※下地処理後(劣化部はつり)、清掃+プライマ－塗布を行い無収縮モルタル等で被覆する。

標準図(平面)
S=1:25

名　　　　　称 規　　　格 数　　　量

1.0式当り(1.0箇所)底版補修数量表

m2断 面 補 修 工 t=100mm

帯工帯工

底版補修 A=0.2m2

(補修厚t=100mm)

20
0

0.2

補修部現況断面
S=1:25

区　間

※目地補修工

170 1000

50
0

W=15mm
L=0.5m

目地開きなし

L=1.0m

W=20mm
L=0.5m

※右岩※左岸

※底版

(帯工上側)

W：現況目地開き幅
L：現況目地延長

名　　称 規　　格 数　　　量

目地補修工延長

目 地 補 修 充填工法 m2.0

1.0箇所当り

170

☆県道より下側

☆県道より下側

☆県道より下側

☆県道より下側

区　間

※補修標準断面は右記参照

※補修標準断面は右記参照

※補修標準断面は右記参照

尾尻北長寿命化対策工事

H

I

K L

Ｊ

※間詰部の土砂などは撤去し、現況幅に合わせて

現況幅に合わせて平張コンクリ－トし打設する。

現況

弾性シーリング材

目地開き

目地補修標準図

現場打ちコンクリート水路

W：設計幅　現況目地開き幅+10mm(最大40mm以下)
t：設計厚　30mm以下(最低10mm)

(充填工法)

設計幅

設
計

厚

機械はつり

※標準は20mmとする

目地補修延長

L=2.0m

目地補修延長

L=2.0m

目地補修延長

L=2.0m

※現地に点在する落石岩などは撤去し、現況の洗掘状況に合わせて

平張コンクリ－ト幅を調整し施工する。

W

t

各種・充填材

バックアップ材

プライマー塗布

U型溝成形工
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図面名

業務箇所

図面番号縮　尺

会社名
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事業者名

路線名等

名東郡佐那河内村

業務名

佐那河内地区

Ｒ５徳耕　地すべり　佐那河内

徳島県東部農林水産局〈徳島〉

※尾尻北工区

2号・3号・3-1号・4号排水路　構造図

尾尻北長寿命化対策工事

実測幅

区　間 A

※目地補修工　3箇所

(U字溝300B)

300

3
0
0

標準断面図
S=1:25

目地モルタル断面積

A=0.055m2

現況目地開き幅t施工位置

目地補修数量表

モルタル撤去 目地モルタル

左Ａ 0.0015 m3

U字溝

目地補修

300B

L=600

C～

底 右30mm 20mm 30mm

2号排水路全体(3箇所当たり)

27mm 0.0015 m3

Ｂ

Ｃ

底 右10mm 10mm 10mm左 10mm 0.0006 m3 0.0006 m3

底 右10mm 10mm 25mm 15mm 0.0008 m3左 0.0008 m3

計 0.0029 m3 0.0029 m3

※現況目地部の土砂・埃等の撤去および劣化目地モルタルのはつり除去を行なった後、

目地モルタルにて充填する。(接続部のずれも考慮する)

区　間 A

※底版欠損補修　1箇所

170 1000 170

現場打三面張水路

水
路
天
端

350

15
0

底版補修 A=0.05m2

※下地処理後(劣化部はつり)、清掃+プライマ－塗布を行い無収縮モルタル等で被覆する。

(補修厚t=100mm)

S=1:25

名　　　　　称 規　　　格 数　　　量

1.0式当り(1.0箇所)底版補修数量表

m2断 面 補 修 工 t=100mm 0.05

水
路
天
端

落差工

補修部現況断面
S=1:25

170 1000

4
5
0

W=70mm
L=0.45m

W=60mm
L=0.45m

※右岩※左岸

W：現況目地開き幅
L：現況目地延長

名　　称 規　　格 数　　　量

側壁補修工数量 2.0箇所当り(左右)

目地補修延長

L=1.9m

区　間 B

W=20mm
L=1.0m

※底版

目地補修部

目地材t=10mm
無収縮モルタル等

断面補修(側壁間詰)

接着材固定

※左右側壁部

4
50

1000

(弾性シーリング材)

底版目地補修

※底版部

W
=
30
m
m

t
=
20
m
m

・U型溝成形工

※目地補修工(左右側壁間詰工あり)

(落差工上側)

名　　称 規　　格 数　　　量

底版目地補修工延長

目 地 補 修 充填工法 m1.0

1.0箇所当り

ゴム質発泡体

側壁厚t=170

側
壁
高

底版幅

断面補修工 t=68mm(平均) m20.15

目地材 t=10mm ゴム質発泡体 0.15 m2

・プライマ－塗布

※ 3 号 排 水 路 ( 2 )

※ 3 号 排 水 路 ( 1 )

※ 2 号 排 水 路

実測幅

区　間 A

※目地補修工　2箇所

(U字溝300B)

300

3
0
0

標準断面図
S=1:25

目地モルタル断面積

A=0.055m2

現況目地開き幅t施工位置

目地補修数量表

モルタル撤去 目地モルタル

左Ａ 0.0018 m3

U字溝

目地補修

300B

L=600

目地埋幅ｔ

B～

底 右30mm 40mm 30mm

3-1号排水路全体(2箇所当たり)

平均目地埋幅t

33mm 0.0018 m3

Ｂ 底 右10mm 10mm 10mm左 10mm 0.0006 m3 0.0006 m3

計 0.0024 m3 0.0024 m3

※ 3 - 1 号 排 水 路

平均目地埋幅t

目地埋幅ｔ

※ 4 号 排 水 路 ( 1 )

側面概要図 S=1:50

左岸側壁天端位置

★被災練ブロック積

区　間 A

※目地補修工(断面補修あり)

(落差工上側)

名　　称 規　　格 数　　　量

目地補修工延長

目 地 補 修 充填工法 m1.4

1.0箇所当り

補修部現況断面
S=1:25

170 500

4
50

W=15mm
L=0.45m

W=20mm
L=0.45m

※右岩
※左岸

W：現況目地開き幅
L：現況目地延長

170

目地補修延長

L=1.4m

W=30mm
L=1.0m

※底版 右岸落差工部断面補修 A=0.03m2

(補修厚t=100mm)100

※下地処理後(劣化部はつり)、清掃+プライマ－塗布を行い

名　　　　　称 規　　　格 数　　　量

1.0式当り(1.0箇所)右岸落差工部補修数量表

m2断 面 補 修 工 t=100mm 0.09

無収縮モルタル等で被覆する。

区　間 C

※底版欠損　1箇所

3
0
0×

3
0
0

170

5.0％

RC埋戻

A=0.05m2

150 500 150

(平均幅)

平張コンt=150

300

40
0

4
0
0

1:0.3

1:0.3

150 500 150

張コンクリ－ト

4
0
0

t≒300

標準図(平面)

※ 4 号 排 水 路 ( 2 )
区　間 B

※左岸・・・平張工、張コンクリ－ト

Ｈ

※上流部
・既設ブロック積擁壁正常区間

L=3.00m

※下流部
・既設ブロック積擁壁被災区間

L=4.90m

全体施工延長 L=7.9m

平張コンクリート L=3.0m 張コンクリート L=4.9m

全体施工区間 L=7.9m

900 3500 500

H
=
1.
0
m

H
=1
.
2m

H=
0
.6
m

H
=0
.
2m

40
0

※下流部※上流部

A=1.04m2 A=3.29m2 A=0.21m2

埋戻コンクリ－ト部

A=0.09m2(平均)

張コン全体面積

A=4.54m2(前面積)
※水路天より上側

埋戻コンクリ－ト

※既設ブロックが正常な上流部は平張コンクリ－トとし、被災している下流部は張コンクリ－トを施工する。

(被災ブロックの隙間・ずれなどはコンクリ－トで間詰めをしておくこと)

水路敷

名　　　　　称 規　　　格 数　　　量

1.0式当り(L=3.0m)平張コン数量表

0.14コ ン ク リ － ト σck=18N/mm2 m3

m2人 力 埋 戻 0.2RC-40

名　　　　　称 規　　　格 数　　　量

1.0式当り(L=4.9m)張コン数量表

1.36張 コ ン ク リ － ト σck=18N/mm2 m3

0.44埋 戻 コ ン ク リ － ト σck=18N/mm2 m3

型 　 　 　 　 枠 無筋構造物 4.54 m2

底版欠損部位置

φ200孔

※区間 C

現場打

水
路
天
端

S=1:25

標準図(平面)

区間内標準断面図
S=1:25

※埋戻コン、張コン同時施工

150 500 150

水
路
天
端

三面張水路

現場打

三面張水路

現場打

三面張水路

250

2
50

底版補修 A=0.06m2

(補修厚t=150mm)

名　　　　　称 規　　　格 数　　　量

1.0式当り(1.0箇所)底版補修数量表

m2コ ン ク リ － ト σck=18N/mm2 0.01

※下地処理後(劣化部はつり)、清掃+プライマ－塗布を行いコンクリ－トで埋戻。

(
平
均
高
)

備考：現況は目地が剥離している箇所もあり

※現況目地部の土砂・埃等の撤去および劣化目地モルタルのはつり除去を行なった後、

目地モルタルにて充填する。(接続部のずれも考慮する)

備考：現況は目地が剥離している箇所もあり

施工延長≒0.9m

全体施工延長　0.9*3=2.7m 全体施工延長　0.9*2=1.8m

施工延長≒0.9m

※左右側壁部は開孔幅が広いため、新たに目地材を設置し無収縮モルタル等で断面補修をする。

プライマー塗布(清掃)

(下地処理)

※ 4 号 排 水 路 ( 3 )



図　示

図面名

業務箇所

図面番号縮　尺

会社名
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事業者名

路線名等

名東郡佐那河内村

業務名

佐那河内地区

Ｒ５徳耕　地すべり　佐那河内

徳島県東部農林水産局〈徳島〉

※尾尻北工区

5号・6号排水路　構造図

C o 取 壊 し 無筋 0.06 m3

尾尻北長寿命化対策工事

X=2000

N

Y
=
1
99
0

BT-1

BT-1-1

点  名 X 座標 Y 座標 Z 座標

BT-1 2000.000 2000.000 125.000

BT-1-1 2007.516 1997.062

※仮BM

X=2000

Y
=
2
02
0桧

124.7

121.2

126.6

128.1

128.0

126.6

127.9

127.5

126.5

128.7

122.6

125.8

124.51

122.76

125.05

126.30

128.14

130.14

130

125

B5号排水路

現況実測平面図
S=1/100

※5号排水路
A5号排水路

(表記位置は仮位置)

※目地補修工　1箇所(上下流)

※目地補修工　1箇所

C5号排水路

※U字溝シフト計画　L=7.0m

(U字溝300B)

(U字溝300B)

(U字溝300B　蓋付に更新)

・既設U字溝撤去　L=6.7m

基準点座標

B-NO.0

B-IP.1

B-IP.2

B-EP

点  名 X 座標 Y 座標

B-NO.0 1997.285 1995.980

B-IP.1 1999.263 1997.588

中心線座標

B-IP.2

B-EP

2000.251 1997.740

2003.664 1997.360

※ 5 号 排 水 路

標準断面位置

C

標準横断図 S=1:50

名　　称 規　　格 数　　　量

L=1.0m当り土工

人 力 掘 削 土砂 m30.4

人 力 埋 戻 流用土 m30.4

基 面 仕 上 土砂面 0.5 m2

300

400

30
050

既設U字溝撤去

U字溝300B

蓋付(1種)

※新品

区　間

※U字溝シフト計画

L=7.0m

※立木(檜)による押出し損傷が見られるため、U字溝のシフト計画を行う。

現況のU字溝は撤去し、左岸側の畦畔部にシフト施工するため蓋付水路で復旧する。

シフト線形は、平面図を参考に現地調整を行うこと。

水路本体及び蓋は新設とする。

※ 6 号 排 水 路

実測幅

区　間 A

※目地補修工　2箇所

(U字溝300B)

300

30
0

標準断面図
S=1:25

目地モルタル断面積

A=0.055m2

現況目地開き幅t施工位置

目地補修数量表

モルタル撤去 目地モルタル

左Ａ 0.0008 m3

U字溝

目地補修

300B

L=600

目地埋幅ｔ

B～

底 右20mm 10mm 15mm

5号排水路全体(2箇所当たり)

平均目地埋幅t

15mm 0.0008 m3

Ｂ 底 右30mm 10mm 35mm左 25mm 0.0014 m3 0.0014 m3

計 0.0030 m3 0.0030 m3

※現況目地部の土砂・埃等の撤去および劣化目地モルタルのはつり除去を行なった後、

目地モルタルにて充填する。(接続部のずれも考慮する)

備考：現況は目地が剥離している箇所もあり

左 0.0008 m3底 右20mm 10mm 15mm 15mm 0.0008 m3

区　間 A

※目地補修工　4箇所

(U字溝300B)

D～

実測幅

300

3
0
0

標準断面図
S=1:25

目地モルタル断面積

A=0.055m2

現況目地開き幅t施工位置

目地補修数量表

モルタル撤去 目地モルタル

左Ａ 0.0008 m3

U字溝

目地補修

300B

L=600

底 右15mm 20mm 10mm

6号排水路全体(4箇所当たり)

15mm

Ｂ

Ｃ

底 右20mm 30mm 15mm左 22mm 0.0012 m3

底 右20mm 30mm 15mm 22mm 0.0012 m3左

計 0.0050 m3

※現況目地部の土砂・埃等の撤去および劣化目地モルタルのはつり除去を行なった後、

目地モルタルにて充填する。(接続部のずれも考慮する)

平均目地埋幅t

目地埋幅ｔ

(現況の目地が剥離している箇所もあり)

Ｄ 底 右60mm 30mm 10mm 33mm 0.0018 m3左

0.0008 m3

0.0012 m3

0.0012 m3

0.0050 m3

0.0018 m3

施工延長≒0.9m

全体施工延長　0.9*3=2.7m

全体施工延長　0.9*4=3.6m

1
0
0 2
0

3
60

500

敷モルタル

砕石基礎

RC-40

Ｕ字溝300B
S=1/20

上ぶた式U形側溝

300Bタイプ

L=0.6m/77kg/本

上ぶた式U形側溝ふた

300B用(1種)
L=0.6m/31kg/本

名　　　　　称 規　　　格 数　　　量

上 ぶ た 式 U 形 側 溝 300×300×600 個

L=10.0m当りU字溝300B(更新)

16.5

敷 モ ル タ ル m30.06

砕 石 基 礎 RC-40　t=100 5.00

水 路 蓋 1種　300B用 個16.5

m2

300

1:3

50 300 50

400

30
0
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図面名

業務箇所

図面番号

実 測 平 面 図 - 1

縮　尺

会社名
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事業者名

路線名等

名東郡佐那河内村

業務名

佐那河内地区

Ｒ５徳耕　地すべり　佐那河内

徳島県東部農林水産局〈徳島〉

※尾尻北工区

尾尻北長寿命化対策工事

AT-1AT-1-1

AT-1-2

AT-1-3

AT-1-1-1

AT
-1
-3
-1

AT
-1
-3
-2

X=1000

N

Y
=9
2
5

X=1000

Y
=
1
07
5

点  名 X 座標 Y 座標 Z 座標

AT-1 1000.000 1000.000 87.668

AT-1-1 1001.234 966.907 87.043

AT-1-2 1000.314 995.935 88.000

AT-1-3 1024.503 1029.546 86.744

AT-1-1-1 1029.518 919.815 87.077

AT-1-3-1 1056.131 1057.446 86.880

AT-1-3-2 1074.217 1069.558 86.567

※仮BM

★基準点Ｚ座標(標高)は、仮BM点からの直接水準値

支
線

E オジリ20

T 尾尻31

VP
φ
15
0

VP
φ
15
0

VPφ
150

宅　地

宅　地

F
T 尾尻32
E オジリ20

Co

Co

Co

φ
20
0

重圧管φ450

H P
φ

3
00

E オジリ19

杉

94.4
91.1

89.6

89.8
82.9

80.4

83.0

80.2

76.5

90.1

86.19

86.13

86.21

86.26

86.31
86.6

84.6

84.5

85.8

85.8

86.33

86.9

86.39

87.086.43

84.0

84.8

85.9

86.5

87.0

86.47

86.47

86.50

87.2

86.8

84.2

83.3

84.485.4

86.0

85.7

89.0

87.80
87.00

86.54

87.4

86.55

86.92

86.54

86.45

86.44

86.61

86.58

86.96

87.00

86.63

89.73

88.64

89.75

87.61

86.04

85.20

86.34

86.03

85.7

85.6

83.4

86.0

83.9

86.15

85.4
87.04

86.70 87.02

86.67 86.97

86.66

87.1

87.1

86.75

86.89

86.2

90 8
5

80

8
0

8
5

PE
φ

25
0

現 況 実 測 平 面 図 - 1
S=1/250

※1号幹線排水路・2号幹線排水路(一部)

B1号幹線排水路

※水路工再設置　L=5.0m

(U字溝360B)

86.92

(土)

A1号幹線排水路

※土砂等の撤去　L=15.0m

(U字溝360B)

備考：作業位置は1号水路交差部(最上流)

1号幹線排水路(左岸)

※平張工(更新)　L=34.5m

1号
幹
線
排
水
路

C

D

※
左
岸
平
張
工
(更

新
)

※
U字

溝
(更

新
)

※
右
岸
天
端
コ
ン
(更

新
)

L=
18
.6
m

2号幹線排水路 A

※水路更新 L=2.0m

1号幹線排水路 E

※合流桝作成(新設)

2号
幹
線
排
水
路

1号幹線排水路
1号

幹
線
排
水
路

2号
排
水
路

2号
排
水
路

U字
溝
300B

合
流
部

2号幹線排水路 B

※右岸練石積復旧 L=3.0m

(災害仮復旧部)

(U字溝360B)
(U
字
溝
36
0B
)

(U
字
溝
36
0B
)

標準断面位置

標
準
断

面
位
置

標
準
断
面
位
置

※別紙、拡大平面あり

蓋

※既設水路再設置(蓋新設) L=6.9m

B700*B700*H1100



図　示

図面名

業務箇所

図面番号

1 号 排 幹 線 排 水 路 　 構 造 図

縮　尺

会社名
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事業者名

路線名等

名東郡佐那河内村

業務名

佐那河内地区

Ｒ５徳耕　地すべり　佐那河内

徳島県東部農林水産局〈徳島〉

※尾尻北工区

※ 1 号 幹 線 排 水 路

区　間 A

※土砂等の撤去　L=15.0m

区　間 B

※既設水路再設置

区　間 C

※平張工(更新)　L=34.5m

U字溝360B　L=5.0m

標準断面図
S=1:25

名　　称 規　　格 数　　　量

土砂撤去数量表

人 力 掘 削 土砂 m31.1

1.0式当り(L=15.0m)

2
00

360

36
0

阻害率55%

A=0.07m3/m

平
均

(区間内平均堆積厚)

360

現況標準断面図
S=1:50

3
60

※既設U字溝を撤去し基礎は新たに施工する。

本体は清掃し再利用するものとする。

立木押出しによる影響がある区間は、再布設する

位置を少し移動させ施工すること。

区　間 E

※合流桝作成

B700*B700*H1100

※施工位置・施工高は現地にて微調整を行うこと。

掘削に伴い既設造物の撤去が発生するが、現地状況に併せて復旧を行うこと。

アンカ－

標準断面図
S=1:50

U字溝360B

1360(Co舗装)
(作業道として利用)

300

※既設コンを撤去し、新たに平張コン(t=100)を打設する。

擦り付け高は、Ｕ字溝天高から張コン基礎張出し位置(上流側)

または現況位置程度(下流側)とする。

アンカ－

現況標準断面図
S=1:50

U字溝360B

区　間 D ※左岸平張工(更新)　L=18.6m

アンカ－

復旧標準断面図
S=1:50

　Ｕ字溝360B(更新)　L=18.6m

　右岸天端コン(更新)　L=18.6m

天端コン

平張コン

Co擁
壁

※平張・天端コンの幅は、区間内の平均幅に変更して作図

※損傷区間の水路敷勾配は逆勾配区間(落ち込んでいる）もあるため、Ｕ字溝本体も併せて更新するものとする。

布設敷高はEL86.58(上流)～EL86.56(下流)で施工を行う。(逆勾配にならないように上下流敷高を考慮すること)

平張コン及び天端コンも再布設した水路天高に合わせて更新する。

Co擁壁本体の補修は対象外とする。

目
地
あ
り

360

36
0

900

平均幅

1
5
0

平
均
高

1
50

平
均
高

平均幅平均幅

RC埋戻
RC埋戻

(U字溝360B)

復旧標準断面図
S=1:50

(蓋が必要となる場合は、現場監督員の了認を取ること)

既設Co版下が底抜けしている場合は、砕石等で埋戻をしておくこと。

尾尻北長寿命化対策工事

1
00

20

36
0

6
5

50 360 50

460

560

360

上ぶた式U形側溝

360Bタイプ

L=0.6m/96kg/本

敷モルタル

砕石基礎

RC-40

Ｕ字溝360B
S=1/20

名　　　　　称 規　　　格 数　　　量

L=10.0m当りU字溝360B(再利用)

敷 モ ル タ ル m30.07

砕 石 基 礎 RC-40　t=100 5.60 m2

1:3

合流桝作成(新設)

B700×B700×H1100
グレ－チング蓋(T-2用)

合流桝 1.0箇所当たり

名　　　称 規　　格 単位 数　　量

型　枠

m3

8.01

コンクリ－ト σck≧18N/mm2 0.49

m2小型

砕石基礎 t=150 m2RC-40 1.21

グレーチング 組
700×700用 

1.0
T-2用(落し込み)

150 700 150

1000

800

1
1
00

1
5
0

15
0

4
4

10
5
6

B800×B800×t44　29.6kg/枚

グレーチング蓋(T-2用)

3
00

2号流入口

50 1000 50

1100

386(斜)

36
0 5
00

150 700 150

1000

U字溝360B

3
60

U字溝360B

386(斜) 193(斜
)

15
0

7
0
0

1
50

1
00
0

150 700 150

1000

800

平張工 10.0m当たり

名　　　称 規　　格 単位 数　　量

m3コンクリ－ト σck≧18N/mm2 0.30

目地材 t=10mm m2瀝青質目地板 0.03

m3C o 取 壊 し 無筋 0.15

50 360 50

460

1
00

2
0

36
0

6
5

500 900

更新標準図
S=1/20

300

1
00

上ぶた式U形側溝

360Bタイプ
L=0.6m/96kg/本

560

360 敷モルタル

砕石基礎

RC-40

(推定)

15
0

作業は人力施工とし撤去土砂等は、場内処理を原則とする。

☆撤去土砂等について

搬出が必要な場合は現場監督員と協議の上、処理を行なうこと。

土砂撤去区間において、大きな損傷が新たに見られた場合は、

確認後(要協議)、対策工の実施を行う。

既設U字溝360B撤去

(清掃後、再利用予定)

U字溝360B再設置

名　　称 規　　格 数　　　量

L=1.0m当り土工

人 力 掘 削 土砂 m30.3

人 力 埋 戻 流用土 m30.3

基 面 仕 上 土砂 0.6 m2

(同位置付近)

名　　称 規　　格 数　　　量

L=1.0m当り土工

機 械 掘 削 土砂 m32.0

埋 戻 流用土 m31.3

C o 取 壊 し 無筋 0.07 m3

既設平張コン撤去

B300*t50

更新平張コンクリ－ト

B300*t100

既設平張コン撤去

B450(平均)*t50

既設天端コン撤去

B1050(平均)*t150(平均)

※再布設高は水路敷勾配を考慮し変更すること。

更新平張コンクリ－ト

B500(平均)*t100

更新天端コンクリ－ト

B900(平均)*t150(平均)

U字溝360B更新

(同位置付近)

天端コン

平張コンt=100

名　　称 規　　格 数　　　量

L=1.0m当り土工

機 械 掘 削 土砂 m30.3

埋 戻 RC-40 m30.3

基 面 仕 上 土砂面 0.6 m2

C o 取 壊 し 無筋 0.18 m3

5.0％

名　　称 規　　格 数　　　量

1.0箇所当り土工

基 面 仕 上 土砂面 1.2 m2

87.80

87.00
86.54

87.4

86.55

平 面 図
S=1:50

A - A 断面 S=1:25

水路横断部(土)

水路敷

B - B 断面 S=1:25

(R)

B

A
Co蓋

2号排水路

U字溝300B

1号
幹
線
排
水
路

U字
溝
36
0B

2号
幹
線
排
水
路

U字
溝
36
0B

(土)

(土)

(土)

(Co蓋)

盛土

2号幹線排水路

1号幹線排水路

B

A

L=0.15差し筋D13@300

削孔径13mm、長さ50mm
接着材(エポキシ系)で固定D13

チッピング処理

接着材塗布(エポキシ系)

名　　　　　称 規　　　格 数　　　量

10.0m当り右岸天端コンクリート

1.35コ ン ク リ － ト σck=18N/mm2 m3

m2型 　 　 　 　 枠 小型構造物 1.50

kg差 筋 D 1 3 SD345 5.07

m2チ ッ ピ ン グ 処 理 3.00

箇所削 孔 34.00径13mm、長さ50mm

接着材塗布含む

名　　　　　称 規　　　格 数　　　量

上 ぶ た 式 U 形 側 溝 360×360×600 個

L=10.0m当りU字溝360B(更新)

16.5

敷 モ ル タ ル m30.07

砕 石 基 礎 RC-40　t=100 5.60 m2

1:3

名　　　　　称 規　　　格 数　　　量

10.0m当り左岸平張コンクリ－ト

0.50コ ン ク リ － ト σck=18N/mm2 m3

m2目地材t=10mm 瀝青質目地板 0.05
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図面番号

2 号 排 幹 線 排 水 路 - 1 　 構 造 図
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事業者名

路線名等

名東郡佐那河内村

業務名

佐那河内地区

Ｒ５徳耕　地すべり　佐那河内

徳島県東部農林水産局〈徳島〉

※尾尻北工区

※ 2 号 幹 線 排 水 路 ( 1 )

区　間 A

※水路更新

標準断面図
S=1:25

区　間 B

　※既設水路再設置

現況標準断面図
S=1:50

復旧標準断面図
S=1:50

尾尻北長寿命化対策工事

ポリエチレン管φ250

U字溝360B　L=2.0m

50 360 50

460
1
0
0 2
0

36
0

6
5

敷モルタル

砕石基礎

RC-40 560

360

現況断面

Ｕ字溝360B

左岸側破損

名　　　　　称 規　　　格 数　　　量

上 ぶ た 式 U 形 側 溝 360×360×600 個

L=10.0m当りU字溝360B(更新)

16.5

敷 モ ル タ ル m30.07

砕 石 基 礎 RC-40　t=100 5.60 m2

1:3

名　　称 規　　格 数　　　量

L=1.0m当り土工

機 械 掘 削 土砂 m30.4

埋 戻 流用土 m30.4

基 面 仕 上 土砂面 0.6 m2

C o 取 壊 し 無筋 0.04 m3

A=0.044m2

※破損しているＵ字溝を撤去し、新設のＵ字溝を設置する。

U字溝360B　L=6.9m

(災害仮復旧部)

360

D

※土砂等の撤去　L=3.5m

阻害率80%

Ｕ字溝450

A=0.16m3/m

標準断面図
S=1:25

名　　称 規　　格 数　　　量

土砂撤去数量表

人 力 掘 削 土砂 m30.6

1.0式当り(L=3.5m)

450

45
0

3
50

平
均

施工延長≒1.08m

全体施工延長　1.08*1=1.08m

全体施工延長　1.35*8=10.80m

Ｕ字溝450

450

4
5
0

施工延長≒1.35m

※右岸石積復旧　L=3.0m

(仮復旧管)

全体施工延長　1.35*4=5.40m

Ｕ字溝450

450

45
0

施工延長≒1.35m

U字溝360B

実測幅

区　間 C

※目地補修工　1箇所

(U字溝360B)
標準断面図

S=1:25

目地モルタル断面積

A=0.069m2

現況目地開き幅t施工位置

目地補修数量表

モルタル撤去 目地モルタル

左Ｃ 0.0019 m3

U字溝

目地補修

360B

L=600

底 右30mm 10mm 40mm

1箇所当たり

27mm 0.0019 m3

計 0.0019 m3 0.0019 m3

※現況目地部の土砂・埃等の撤去および劣化目地モルタルのはつり除去を行なった後、

目地モルタルにて充填する。(接続部のずれも考慮する)

平均目地埋幅t

目地埋幅ｔ

備考：現況は目地が剥離している箇所もあり

3
6
0

区　間 E

※目地補修工　4箇所
(U字溝450)

H～

(U字溝450)

標準断面図
S=1:25

現況目地開き幅t施工位置

目地補修数量表

モルタル撤去 目地モルタル

左Ｅ 0.0026 m3底 右35mm 10mm 40mm

4箇所当たり

28mm

計 0.0161 m3

平均目地埋幅t

左Ｆ 底 右30mm 10mm 15mm 18mm

左 底 右40mm 10mm 10mm 20mm

左Ｇ 底 右10mm 10mm 10mm 10mm

10mm左 底 右10mm 10mm 10mm

左Ｈ 底 右30mm 10mm 30mm 23mm

43mm左 底 右50mm 10mm 70mm

左 底 右20mm 15mm 30mm 22mm

※現況目地部の土砂・埃等の撤去および劣化目地モルタルのはつり除去を行なった後、

目地モルタルにて充填する。(接続部のずれも考慮する)

備考：現況は目地が剥離している箇所もあり

目地モルタル断面積

A=0.093m2
実測幅

U字溝

目地補修

450B

L=600

目地埋幅ｔ

0.0017 m3

0.0019 m3

0.0009 m3

0.0021 m3

0.0040 m3

0.0020 m3

0.0009 m3

0.0026 m3

0.0161 m3

0.0017 m3

0.0019 m3

0.0009 m3

0.0021 m3

0.0040 m3

0.0020 m3

0.0009 m3

石
積
崩
壊
部

区　間 I

※目地補修工　3箇所

(U字溝450)

K～
標準断面図

S=1:25

現況目地開き幅t施工位置

目地補修数量表

モルタル撤去 目地モルタル

左Ｉ 0.0016 m3底 右20mm 10mm 20mm

3箇所当たり

17mm

計 0.0097 m3

平均目地埋幅t

Ｊ 17mm

左Ｋ 底 右30mm 70mm 80mm 60mm

10mm左 底 右10mm 10mm 10mm

※現況目地部の土砂・埃等の撤去および劣化目地モルタルのはつり除去を行なった後、

目地モルタルにて充填する。(接続部のずれも考慮する)

備考：現況は目地が剥離している箇所もあり

目地モルタル断面積

A=0.093m2
実測幅

U字溝

目地補修

450B

L=600

目地埋幅ｔ

0.0016 m3

0.0056 m3

0.0009 m3

左 底 右20mm 10mm 20mm

0.0016 m3

0.0097 m3

0.0016 m3

0.0056 m3

0.0009 m3

360

3
60

U字溝360B再設置

(1:0.3)

680 209

B

18
00

10
0 2
0

3
6
0

65

50 360 50

460

560

360

上ぶた式U形側溝

360Bタイプ

L=0.6m/96kg/本

敷モルタル

砕石基礎

RC-40

Ｕ字溝360B
S=1/20

名　　　　　称 規　　　格 数　　　量

L=10.0m当りU字溝360B(本体は再利用)

敷 モ ル タ ル m30.07

砕 石 基 礎 RC-40　t=100 5.60 m2

1:3

※損傷区間の水路(ブル－シ－ト下)は、転倒・敷勾配のずれ等が発生しているため既設水路の再設置を行う。

布設位置・布設高は上下流水路の位置を考慮して施工すること。(基礎は新設し、U字溝は清掃後、再利用する)

石積復旧についても、通路幅(B)及び石積勾配・高さなどは上下流の既存部に合わせて施工を行う。

※既設再利用

練
石
積

L=6.9m

t=200　L=3.0m

練石積復旧
ポリエチレン管撤去

φ250　L=5.0m

名　　称 規　　格 数　　　量

L=1.0m当りU字溝土工

人 力 掘 削 土砂 m30.3

人 力 埋 戻 流用土 m30.4

基 面 仕 上 土砂面 0.6 m2

U字溝土工 練石積土工

名　　称 規　　格 数　　　量

L=1.0m当り練石積土工

人 力 掘 削 土砂 m30.2

人 力 埋 戻 流用土 m30.2

区　間

仮復旧管のポリエチレン管は撤去する。(産廃)

コン蓋(1種)

管理道路側(右岸)は急峻なため、水路蓋を新たに設置する。

上ぶた式U形側溝ふた

360B用(1種)
L=0.6m/40kg/本

★新設

55
水 路 蓋 1種　360B用 16.5 個

基 面 仕 上 土砂面 0.2 m2

作業は人力施工とし撤去土砂等は、場内処理を原則とする。

☆撤去土砂等について

搬出が必要な場合は現場監督員と協議の上、処理を行なうこと。

土砂撤去区間において、大きな損傷が新たに見られた場合は、

確認後(要協議)、対策工の実施を行う。
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事業者名

路線名等

名東郡佐那河内村

業務名

佐那河内地区

Ｒ５徳耕　地すべり　佐那河内

徳島県東部農林水産局〈徳島〉

※尾尻北工区

※ 2 号 幹 線 排 水 路 ( 2 )

現況標準断面図
S=1:50

復旧標準断面図
S=1:50

断面図
S=1:50

平面図
S=1:50

D M平面
S=1:500

S=1:100

L=9.4m

尾尻北長寿命化対策工事

施工機械進入縦断図(参考)

(R)

浄化槽

Ｕ字溝450

既設U字溝450撤去

(清掃後、再利用予定)

450
U字溝450再設置

4
50

名　　称 規　　格 数　　　量

L=1.0m当り土工

床 堀 掘 削 土砂 m30.4

埋 戻 流用土 m30.4

基 面 仕 上 土砂面 0.6 m2

55 450 55

560

10
0 20

4
5
0

70

上ぶた式U形側溝

450タイプ
L=0.6m/120kg/本

敷モルタル

砕石基礎

RC-40

630

430

Ｕ字溝450
S=1/20

名　　　　　称 規　　　格 数　　　量

L=10.0m当りU字溝450(再利用)

敷 モ ル タ ル m30.09

砕 石 基 礎 RC-40　t=100 6.30 m2

1:3

※既設U字溝を撤去し基礎は新たに施工する。

本体は清掃し再利用するものとする。

☆U字溝本体が重く再布設延長も長いため機械施工とする。(施工機械進入路計画あり)

Ｕ字溝450

450

4
50

取水用パイプ

2
00

450

450

4
5
0

450

4
5
0

74.
9

93.2

98.6

山本宅

駐墓地

浄
化
槽

電柱

車
庫

水路工再設置

L=9.5m

L ※U字溝450

オレンジ屋根

倉庫

県道18号
勝浦佐那河内線

施工機械進入路

B=2.0m程度

Ｕ字溝450

71002300

3
9
00

施工機械進入路

敷鉄板 3枚
914*1829*22(289kg/枚)

1829

盛土

盛土

切土
B=2.0m

i=54.9%(28.8°)

A=0.3m2

A=0.7m2

A=1.7m2

名　　称 規　　格 数　　　量

1.0式当たり進入路土工

掘 削 土砂 m34.3

盛 土 搬入土 m32.5

埋 戻 掘削土砂 m34.3

盛 土 撤 去 土砂 m32.5

※数量は法面分を考慮しB=2.5m幅として数量算出。

名　　称 規　　格 数　　　量

1.0式当たり敷鉄板

設置・撤去 914*1829*22　3枚 m25.0

〈復旧〉

※既設浄化槽を敷鉄板で保護し、現況を切盛して進入路を作成する。

下段の樹園地からは、果樹背面側を通り施工位置まで進入予定。

進入幅が狭い場合は、果樹の枝切り・既設Ｕ字溝上に鋼製マット等(ミヤマット)を布設し進入する。

下段樹園地

上段樹園地

果樹

区　間 M

※底版欠損補修(間詰) 1箇所

(U字溝450)

φ100孔あり

底版補修(間詰)

(補修厚t=200mm)

名　　　　　称 規　　　格 数　　　量

1.0式当り(1.0箇所)底版補修数量表

m2断 面 補 修 工 t=200mm 0.01

 A=0.008m2

区　間 N

※目地補修工　1箇所

(U字溝450)

標準断面図
S=1:25

現況目地開き幅t施工位置

目地補修数量表

モルタル撤去 目地モルタル

左Ｎ 0.0026 m3底 右10mm 15mm 60mm

1箇所当たり

28mm

計 0.0026 m3

平均目地埋幅t

全体施工延長　1.35*1=1.35m

※現況目地部の土砂・埃等の撤去および劣化目地モルタルのはつり除去を行なった後、

目地モルタルにて充填する。(接続部のずれも考慮する)

備考：現況は目地が剥離している箇所もあり

Ｕ字溝450

450

45
0

目地モルタル断面積

A=0.093m2

施工延長≒1.35m

実測幅

U字溝

目地補修

450B

L=600

目地埋幅ｔ

0.0026 m3

0.0026 m3

※下地処理後(劣化部はつり)、清掃を行い無収縮モルタル等で間詰する。

区　間 O

※土砂等の撤去　L=7.0m

名　　称 規　　格 数　　　量

土砂撤去数量表

人 力 掘 削 土砂 m31.4

1.0式当り(L=7.0m)

(U字溝450B)

P～

※土砂等の撤去　L=4.0m

阻害率100%

A=0.20m3/m

(区間内平均堆積厚)

阻害率65%

A=0.14m3/m

30
0

平
均

標準断面図
S=1:25

標準断面図
S=1:25

名　　称 規　　格 数　　　量

土砂撤去数量表

人 力 掘 削 土砂 m30.5

1.0式当り(L=4.0m)

区間 0 区間 P

区　間 L

※既設水路再設置　L=9.5m

(U字溝450)

作業は人力施工とし撤去土砂等は、場内処理を原則とする。

☆撤去土砂等について

搬出が必要な場合は現場監督員と協議の上、処理を行なうこと。

土砂撤去区間において、大きな損傷が新たに見られた場合は、

確認後(要協議)、対策工の実施を行う。
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事業者名

路線名等

名東郡佐那河内村

業務名

佐那河内地区

Ｒ５徳耕　地すべり　佐那河内

徳島県東部農林水産局〈徳島〉

※尾尻北工区

図　示

(C7)

(C6)

尾尻北長寿命化対策工事

CT-1

CT-1-1

N

CT-1-2

点  名 X 座標 Y 座標 Z 座標

CT-1 3000.000 3000.000 70.000

CT-1-1 3015.789 2986.162 72.860

CT-1-2 3023.851 2989.478 73.741

※仮BM

★基準点Ｚ座標(標高)は、各路線の仮BM点からの直接水準値

X=3000

Y
=2
9
8
0

X=3000

Y
=3
0
0
0

不
 
明

不 明

崩
 れ

T

県
道
18
号
 勝

浦
佐
那
河
内
線

74.7

73.8

74.9

75.4

75.2

74.8

73.5

72.6

69.8

69.9

71.7

72.3

75.56

74.50

74.59

74.19

74.18

74.09

74.41

74.30

71.82

72.17

74
.1
7

74.22

75.4

72.5

70.0

71.96

69.94

69.25

Co

Co

As

※ 3 号 幹 線 排 水 路 ( 1 ) 区 間 Ｃ - 1

現 況 実 測 平 面 図
S=1/100

3号幹線排水路(C区間)

土砂等の撤去D

L=14.0m

(U字
溝450

)

(U字溝450)

(U
字
溝
30
0)

(U字
溝300

)

(U
字
溝
30
0)

(L
型
側
溝
30
0)

(U
字
溝
45
0)

※8号排水路

合流桝
(1000*1000*750)

U字溝再設置

L=1.3m

立木伐採

※別途数量

土砂等の撤去

現況開孔部

L型部W=180mm

L=11.6m

区間Ａ・Ｂ、Ｄ・Ｅ部については、次頁参照。

74.83

(土74.73) 75.24

支
線
ア
ン
カ
－

φ350 N=3

立
木
横
方
向
植
生

既設Ｕ字溝撤去

立木伐採
φ200

ビワ伐採
φ80

立木伐採
φ100
φ120

立木伐採
φ200

立木伐採
φ300

立木伐採
φ180

立木伐採
φ220

立木伐採
φ220

ビワ伐採
φ30*2

74.44
74.13

72.83

72.96

73.03

73.43

Ｂ

Ｂ

U字溝450

(右岸)練石積工

L=8.7m

合流桝内土砂撤去
堆積厚0.25m

※西側開孔口間詰

既設Ｕ字残置

L=8.6m

・既設Ｌ型部開削

※接続水路工

L=3.5m

・接続水路(現場打)

(U字溝300B)

★
練

石
積

排
水

路
工

L
=
8
.
3
m
(
底

張
セ

ン
タ
－

長
)

Ａ

(C1)

Ａ

(C
2)

(C4)

(C5)

(倒
木
状
態
)

(C3)

接続水路工

▽74.44

▽73.94
既設L型敷高

▽74.13

▽74.44
既設L型天高

31
0

890150 150

50
0

1
5
0

1
00

1
9
0

1190

50 50

※現地盤への根入高が確保出来ない場合は、底版コン高を調整(台コン形状)して高さを調整する。

捨コン

74
.1
7

(U字
溝300

)

(L
型
側
溝
30
0)

天74.44敷74.13

S=1/50

既設Ｌ型部取壊し
L=0.45m、H=0.45m、t=0.15m

接続水路工-1
150 150300

接続水路工-2

S=1/25

接続水路工-1

300B

B=0.30m

B0.30m、L=1.19m(平均)

170 170339
(斜幅)

50
0

1
5
0

既
設
U字

溝

30
0

50
0

▽74.44

▽73.94

740
(斜幅)(斜幅)

※既設Ｕ字溝に合わす

(天高・敷高)

S=1/25

接続水路工-2

捨
コ
ン

150 150300

50
0

1
5
0

10
0

700

1190

170

33
9

309
155

155

8
9
0

15
5

　接続水路-2の擦付けぶは、既設Ｕ字溝の位置・高さに合わせること。

※既設L型側溝の側壁を開孔する(B=300)

練石積排水路工

Ａ－Ａ標準横断図
S=1:50

既設U字溝撤去

500209

練
石

積
高

(右
岸
)

15
0
0(
平
均
)

2
0
0

底張コンクリ－ト

コンクリ－トt=100

6
00

練
石

積
高

(
左
岸
)

・練石積延長　L=9.9m・練石積延長　L=7.3m

L=8.3m(排水部)

209

1:
0
.3

1:0
.3

(平
均
)

150 150300

5
00
～
3
00

1
5
0

10
0

700

※練石積高は現況及び擦付け位置に合わせて調整すること。(前面勾配も現況に擦り合わせる)

出来るだけ掘削撤去した既設の石を再利用して施工を行う。

　底張コン高・・・上流は現況高程度より、下流はＵ字溝天端高をつないだ勾配て計画する。

　最下流部の両端石積高は、敷高+0.20m程度とする。

湧水がある場合は、水抜管の設置を検討すること。砕石基礎t=100

平均幅 W=0.41m

　掘削工事で撤去した、既設の張石積は復旧しておくこと。

既設Ｕ字溝撤去

名　　　　　称 規　　　格 数　　　量

C o 取 壊 し 無筋　L=8.6ｍ m30.47

合流桝内土砂撤去

150 1501000

7
50

阻害率33%

A=0.25m3

2
50

平
均

(1000*1000*750)

3
0
0

幅0.45＊H0.3

開孔部間詰コン

(推測断面)

名　　称 規　　格 数　　　量

桝内土砂撤去数量表

人 力 掘 削 土砂 m30.3

1.0式当り

作業は人力施工とし撤去土砂等は、場内処理を原則とする。

☆撤去土砂等について

搬出が必要な場合は現場監督員と協議の上、処理を行なうこと。

S=1:50

名　　称 規　　格 数　　　量

L=1.0m当り土工

機 械 掘 削 土砂 m30.6

基 面 仕 上 土砂面 0.8 m2

埋 　 戻 0.2 m3流用土

石張工

1

3

4

5

6

7

8

※現況断面に合わせて変更すること。

★施工機械進入部

※多少の切盛が必要

土工数量はL=8.3mで計上する。

合流桝

2

40
0
(平

均
)

区　間 C

※水路施設　更新・撤去等

(Ｃ１) ～ (Ｃ７)

(C1)

名　　　　　称 規　　　格 数　　　量

1.0式当り接続水路工-1

0.09捨コンクリ－ト σck=18N/mm2 m3

m2型 枠 小型構造物 3.33

m2同 上 型 枠 均し型枠 0.26

0.29コンクリ－ト σck=18N/mm2 m3

名　　　　　称 規　　　格 数　　　量

1.0式当り接続水路工-2

0.05捨コンクリ－ト σck=18N/mm2 m3

m2型 枠 小型構造物 1.63

m2同 上 型 枠 均し型枠 0.15

0.16コンクリ－ト σck=18N/mm2 m3

(C2)

Ｕ字溝300B

※既設水路付近は整地・法切等を行う

※ 立木伐採・撤去

番　号 胸高直径 本　数

20 cm

35 cm

12 cm

1 本

3 本

1 本

1 本

1 本

10 cm

20 cm

1

立木伐採

名　　　　　称 規　　　格 数　　　量

1.0式当りL型部取壊し

0.03Ｃ o 取 壊 し 無筋(既設L型部) m3

名　　　　　称 規　　　格 数　　　量

1.0式当り練石積水路工

15.50右岸　練石積工 t=200　L=9.9m m3

m2基礎砕石t=100 RC-40　L=8.3m 3.40

m24.57

0.42底張コンクリ－ト σck=18N/mm2　L=8.3m m3

左岸　練石積工 t=200　L=7.3m

(C3)
(C3)

300

30
0

U字溝3 0 0 B
S=1:25

断面積

A=0.055m2

1.0式当り

(C4)

名　　　　　称 規　　　格 数　　　量

1.0式当り間詰コン数量表

0.02間詰コンクリ－ト σck=18N/mm2 m3

※残土は、場内処理を原則とする。(C6部で利用)

2

3

4

1 本30 cm5

番　号 胸高直径 本　数

18 cm

22 cm

22 cm

1 本

1 本

6

7

8

1 本※除根あり

※除根あり

※除根あり

※除根あり

※直径10センチ以下はカウントしていない。

その他、収穫樹ビワなどあり

また、土工数量は僅かなため数量から除外する。

※除根あり

※場外搬出予定。



図面名

業務箇所

図面番号

3 号 排 幹 線 排 水 路 - 2 　 構 造 図

縮　尺

会社名

13 / 13

事業者名

路線名等

名東郡佐那河内村

業務名

佐那河内地区

Ｒ５徳耕　地すべり　佐那河内

徳島県東部農林水産局〈徳島〉

※尾尻北工区

図　示

尾尻北長寿命化対策工事

名　　称 規　　格 数　　　量

土砂撤去数量表

人 力 掘 削 土砂 m32.3

1.0式当り(L=11.6m)

450

45
0

阻害率100%

A=0.20m3/m

標準断面図
S=1:25

Ｂ－Ｂ標準横断図
S=1:50

209(900)

B

1:0.3

練
石

積
高

(平
均
)

1
3
00

・練石積延長　L=8.7m

土砂等の撤去　L=11.6m

(U字溝450)

右岸　練石積工　L=8.7m

※ 3 号 幹 線 排 水 路 ( 2 )

名　　称 規　　格 数　　　量

L=1.0m当り土工

機 械 掘 削 土砂 m30.1

基 面 仕 上 土砂面 0.2 m2

埋 　 戻 1.0 m3流用土

既設水路再設置　L=1.3m

※ 3 号 幹 線 排 水 路 ( 1 ) 区 間 Ｃ - 2

Ｕ字溝450(埋没)

作業は人力施工とし撤去土砂等は、場内処理を原則とする。

☆撤去土砂等について

搬出が必要な場合は現場監督員と協議の上、処理を行なうこと。

土砂撤去区間において、大きな損傷が新たに見られた場合は、

確認後(要協議)、対策工の実施を行う。

55 450 55

560

1
00

2
0

45
0

7
0

上ぶた式U形側溝

450タイプ
L=0.6m/120kg/本

敷モルタル

砕石基礎

RC-40

630

430

Ｕ字溝450
S=1/20

名　　　　　称 規　　　格 数　　　量

L=10.0m当りU字溝450(再利用)

敷 モ ル タ ル m30.09

砕 石 基 礎 RC-40　t=100 6.30 m2

1:3

※既設U字溝を撤去し基礎は新たに施工する。

本体は清掃し再利用するものとする。

(U字溝450)

(C5)

(C6)

名　　称 規　　格 数　　　量

目地補修工延長

目地補修延長 充填工法 m1.10

1.0箇所当り

区　間 A

※目地補修工　1箇所

(現場打L型水路-底幅300)

標準断面図
S=1:25

1:0.8

150300

35
0

SL450

張
コ
ン
(ア

ン
カ
－
)

目地補修延長

L=1.1m

W=30mm
L=0.35m

※右岩

現況

弾性シーリング材

目地開き

目地補修標準図

現場打ちコンクリート水路

W：設計幅　現況目地開き幅+10mm(最大40mm以下)
t：設計厚　30mm以下(最低10mm)

(充填工法)

設計幅

設
計
厚

機械はつり

※標準は20mmとする

W=30mm
L=0.3m

※底版

W=20mm
L=0.45m

※左岸

W：現況目地開き幅
L：現況目地延長

区　間 B

※目地補修工　1箇所
(現場打L型水路-底幅300)

標準断面図
S=1:25

1:0.8

150300

30
0

SL380

張
コ
ン
(ア

ン
カ
－
)

目地補修延長

L=1.0m

W=20mm
L=0.3m

※右岩

W=15mm
L=0.3m

※底版

W=15mm
L=0.38m

※左岸

W：現況目地開き幅
L：現況目地延長

名　　称 規　　格 数　　　量

目地補修工延長

目地補修延長 充填工法 m0.98

1.0箇所当り

区　間 D

※土砂等の撤去　L=14.0m

(U字溝450)

名　　称 規　　格 数　　　量

土砂撤去数量表

人 力 掘 削 土砂 m32.8

1.0式当り(L=14.0m)

450

45
0

阻害率100%

A=0.20m3/m

標準断面図
S=1:25

※土砂等の撤去-1　L=15.0m

名　　称 規　　格 数　　　量

土砂撤去数量表

人 力 掘 削 土砂 m31.7

1.0式当り(L=15.0m)

(U字溝450)

※土砂等の撤去-2　L=50.0m

(区間内平均堆積厚)

450

45
0

阻害率55%

A=0.11m3/m

2
5
0

平
均

標準断面図
S=1:25

標準断面図
S=1:25

名　　称 規　　格 数　　　量

土砂撤去数量表

人 力 掘 削 土砂 m310.1

1.0式当り(L=50.0m)

撤去-1(上流側)

区　間 E

撤去-2(下流側)

450

45
0

阻害率100%

A=0.20m3/m

U字溝450

U字溝450U字溝450

設計厚×2

作業は人力施工とし撤去土砂等は、場内処理を原則とする。

☆撤去土砂等について

搬出が必要な場合は現場監督員と協議の上、処理を行なうこと。

土砂撤去区間において、大きな損傷が新たに見られた場合は、

確認後(要協議)、対策工の実施を行う。

名　　　　　称 規　　　格 数　　　量

1.0式当り練石積工

11.81練石積 t=200　L=8.7m m3

※不足土は、現場採取とする。

(C7)

(土工数量は僅かのため除外する)

※練石積高は現況及び擦付け位置に合わせて調整すること。(前面勾配も現況に擦り合わせる)

出来るだけ掘削撤去した既設の石を再利用して施工を行う。

湧水がある場合は、水抜管の設置を検討すること。

W

t

各種・充填材

バックアップ材

プライマー塗布

U型溝成形工


